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アドミッション・ポリシーに基づく各入試における入学者選抜方法（評価基準・評価方法） 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

修士課程

入学種別 選抜方法 評価基準・評価方法 求める学生像

書類審査

提出された出願書類（学業成績、卒業論文・修士論文・
プロジェクト等の報告書〔社会人は業績報告書〕、研究
計画書、語学能力等）に基づき、アドミッション・ポリ
シーに掲げる資質・能力を総合的に評価します。

面接試問

提出書類の内容を踏まえ、必要に応じて面接試問を実施
し、学習意欲、研究遂行能力、研究計画の妥当性、研究
倫理への理解、課題解決能力等について総合的に評価し
ます。

書類審査

提出された出願書類（学業成績、卒業論文・修士論文・
プロジェクト等の報告書〔社会人は業績報告書〕、研究
計画書、語学能力等）に基づき、アドミッション・ポリ
シーに掲げる資質・能力を総合的に評価します。

面接試問

提出書類の内容を踏まえ、必要に応じて面接試問を実施
し、学習意欲、研究遂行能力、研究計画の妥当性、研究
倫理への理解、課題解決能力等について総合的に評価し
ます。

国内高等専門学校協定校推薦入試 書類審査

提出された出願書類（学業成績、卒業論文・修士論文・
プロジェクト等の報告書〔社会人は業績報告書〕、研究
計画書、語学能力等）に基づき、アドミッション・ポリ
シーに掲げる資質・能力を総合的に評価します。

書類審査

提出された出願書類（学業成績、卒業論文・修士論文・
プロジェクト等の報告書〔社会人は業績報告書〕、研究
計画書、語学能力等）に基づき、アドミッション・ポリ
シーに掲げる資質・能力を総合的に評価します。

面接試問 「学内推薦」の志願者は面接を実施します。

博士後期課程

入学種別 選抜方法 評価基準・評価方法 求める学生像

書類審査

提出された出願書類（学業成績、卒業論文・修士論文・
プロジェクト等の報告書〔社会人は業績報告書〕、研究
計画書、語学能力等）に基づき、アドミッション・ポリ
シーに掲げる資質・能力を総合的に評価します。

面接試問

提出書類の内容を踏まえ、必要に応じて面接試問を実施
し、学習意欲、研究遂行能力、研究計画の妥当性、研究
倫理への理解、課題解決能力等について総合的に評価し
ます。

内部進学 書類審査

提出された出願書類（学業成績、卒業論文・修士論文・
プロジェクト等の報告書〔社会人は業績報告書〕、研究
計画書、語学能力等）に基づき、アドミッション・ポリ
シーに掲げる資質・能力を総合的に評価します。

一般入試/社会人入試

海外協定校推薦入試

学内推薦入試

「学問の独立」、「学問の活用」、「模範国民
の造就」という早稲田大学の基本理念を理解
し、課題解決や新たな価値の創造に向けた学習
と研究を行う意志と能力を有する学生を国内外
から広く求める。

・十分な基礎学力を持ち、知的好奇心が旺盛
で、目的意識を持って学習・研究に取組む学生
・工学や情報技術の社会的影響や研究倫理を理
解し、社会の諸問題の解決や新たな付加価値の
創造を行うことができる研究者や技術者を目指
す学生
・基盤技術・要素技術の研究のみならず、それ
らを複合的に融合し、システム的思考で複雑な
課題を解決することができる研究者や技術者を
目指す学生
・グローバルな視野で諸問題を解決し、地域の
発展に貢献できる研究者や技術者を目指す学生

修士課程として、日本人学生、外国人学生、社
会人を広く対象とする一般入試、社会人として
業績がある人材を対象とする社会人入試、提携
校からの推薦に基づき優秀な学生を国内外から
積極的に受け入れる推薦入試を実施する。

一般入試/社会人入試

「学問の独立」、「学問の活用」、「模範国民
の造就」という早稲田大学の基本理念を理解
し、課題解決や新たな価値の創造に向けた学習
と研究を行う意志と能力を有する学生を国内外
から広く求める。

・十分な基礎学力を持ち、知的好奇心が旺盛
で、目的意識を持って学習・研究に取組む学生
・工学や情報技術の社会的影響や研究倫理を理
解し、社会の諸問題の解決や新たな付加価値の
創造を行うことができる研究者や技術者を目指
す学生
・基盤技術・要素技術の研究のみならず、それ
らを複合的に融合し、システム的思考で複雑な
課題を解決することができる研究者や技術者を
目指す学生
・グローバルな視野で諸問題を解決し、地域の
発展に貢献できる研究者や技術者を目指す学生

博士後期課程では、上記の入試制度を踏襲し、
主導的な研究者・技術者として国際的に活躍し
うる素養を持つ人材を求める。


